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6
月
18
日（
木
）当
所
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、小
栗
中
津
川
市
長
を
来
賓
に
迎
え
、

役
員・議
員・顧
問・相
談
役・参
与
89
名

の
出
席
の
も
と
第
2
0
0
回
通
常
議
員

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
開
会
の
挨
拶
で
齊
藤 

隆
会
頭
は
、日

 

本
経
済
の
実
質
G
D
P
成
長
率
は
+
0.5

%
で
あ
り
、個
人
消
費
や
企
業
の
設
備

投
資
が
底
堅
く
推
移
し
て
い
る一方
で
、

中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
影
響
な
ど
先

行
き
は
非
常
に
不
透
明
で
あ
る
。円
安
の

進
行
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま

り
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、一般
企
業
は
状

況
に
合
わ
せ
た
戦
略
の
見
直
し
が
求
め

ら
れ
る
。当
所
と
し
て
は
、各
部
会・委
員

会
が
ス
タ
ー
ト
し
、人
手
不
足
や
中
心
市

街
地
の
活
性
化
、リ
ニア
活
用
な
ど
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。会
員
交
流
会
や

苗
木
城
築
城
5
0
0
年
記
念
式
典
も

盛
況
で
あ
っ
た
。リ
ニ
ア
工
事
も
佳
境
に

入
り
、成
長
を
実
感
で
き
る
中
津
川
の
発

展
に
向
け
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
って
会
員

サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

な
ど
と
考
え
の一端
を
述
べ
、各
位
の
更
な

る
協
力
を
仰
い
だ
。

　
　
総
会
開
催
に
先
立
ち
春
の
叙
勲
で
旭

日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
、名
誉
会
頭 

杉
本 

潤 

様 

美
濃
工
業
㈱ 

代
表
取
締

役
会
長
と
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た

相
談
役 

勝
野 

安
和 

様 

㈱
ひ
か
り
や 

取

締
役
会
長
に
日
本
商
工
会
議
所
の
叙
勲

賀
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、長
年
に
わ
た
り
相
談
役
と
し
て

当
所
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、丹
羽 

宏
造 

様 

恵
那
眼
鏡
工
業
㈱ 

取
締
役
会

長
が
３
月
に
相
談
役
を
退
任
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
齊
藤
会
頭
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
以
下
に
承
認
さ
れ
た
事
項
に
つい
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

【
審
議
事
項
】　

①
令
和
7
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つい
て

　
　

事
業
報
告
書
等
に
基
づ
き
、令
和
7

年
度
事
業
の
総
括
的
概
要
と
主
な
取
組

事
業
に
つい
て
説
明
、異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

②
令
和
7
年
度一般
会
計・特
別
会
計
収
支

決
算
の
承
認
に
つい
て

　
　
収
支
決
算
書
に
つい
て
説
明
報
告
、可

知
監
事
よ
り
会
計
監
査
報
告
の
後
、異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

③
２
号
議
員
の
選
任
に
つい
て

　
　
建
設
業
第
二
部
会
１
名
の
欠
員
に
伴

い
、㈱
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
中
津

川
営
業
所 

所
長 

橘
田 

秀
樹 

氏
を
新

た
に
２
号
議
員
と
し
て
選
任
す
る
件
に
つ

い
て
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

④
当
所
専
務
理
事
の
選
任
に
つい
て

　
　
成
瀬 

博
明 

専
務
理
事
の
退
任
に
伴
い
、

新
た
に 

松
井 

嘉
之 

常
務
理
事
を
専
務

理
事
と
し
て
選
任
す
る
件
につい
て
、異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

【
報
告
依
頼
事
項
】　

①
夏
ま
つ
り「
お
い
で
ん
祭
」開
催
に
伴
う

協
力
の
お
願
い

　
　

8
月
12
日・13
日
に
開
催
す
る
お
い

で
ん
祭
の
協
賛
金
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
。

②
商
工
会
議
所 

共
済・福
祉
制
度 

県
内
統一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
伴
う
協
力
の
お

願
い

　
③
ハロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
願
い

　
　
人
材
確
保
訪
問
の
強
化
、各
種
認
定

制
度
の
取
得
推
奨
につい
て
紹
介
。

④
中
津
川 

W
I
L
D 

W
O
O
D 

2
0
2
6

開
催
に
伴
う
協
賛
の
お
願
い

　
　
9
月
19
日
、20
日
に
開
催
す
る
中
津
川 

W
I
L
D 
W
O
O
D 

2
0
2
6
につい

て
協
賛
金
の
お
願
い
と
P
R
が
さ
れ
た
。

【
中
田 

卓
也
氏 

講
演
会
を
開
催
】

　
総
会
終
了
後
、ヤ
マハ
株
式
会
社 

取

締
役
会
長 

中
田 

卓
也 

氏
を
お
迎
え
し

「『
結
果
＝
能
力
×
熱
量
²
』 

〜
為
さ
ね

ば
成
ら
ぬ
、何
事
も
。〜
」と
題
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。2
0
1
3
年
の
社
長

就
任
時
、直
前
3
期
が
赤
字
の
厳
し
い
状

況
か
ら
、縦
割
り
の
事
業
部
制
を
廃
止
、

生
産
や
開
発
の
体
制
を
全
社
最
適
で
統

合
を
行
う
こ
と
で
就
任
年
の
第
4
四
半

期
に
は
黒
字
化
を
達
成
。

　
　
従
業
員
の「
や
る
気（
熱
量
）」を
引
き

出
す
取
り
組
み
と
し
て
、能
力
が
高
く
て

も
熱
量
が
な
け
れ
ば
成
果
は
出
な
い（
成

果
＝
能
力
×
熱
量
）と
い
う
考
え
の
も

と
、イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
徹
底
。

企
業
理
念
の
再
構
築
で
は
トッ
プ
ダ
ウ
ン

で
は
な
く
、海
外
拠
点
を
含
む
全
社
員

と
の
対
話
を
通
じ
新
た
な
行
動
指
針

「
心
ざ
し
」「
誠
実
」「
自
律
」「
挑
戦
」を

策
定
。「
な
せ
ば
な
る
」で
は
な
く「
や
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
」や
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ

ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。経
営
者
が
熱
量
を

失
え
ば
、従
業
員
の
熱
量
も
失
わ
れ
る
。

大
変
な
時
こ
そ
、ト
ッ
プ
が
明
る
く
笑
顔

で
、覚
悟
と
熱
量
を
持
って
語
り
か
け
る

こ
と
が
、組
織
を
動
か
し
不
可
能
な
こ
と

を
可
能
に
す
る
な
ど
と
、こ
れ
ま
で
の
自

身
の
経
験
を
も
と
に
大
変
示
唆
に
富
む

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和8年6月25日発行第524号

2

令
和
7
年
度
事
業
報
告

　
　
　
収
支
決
算
を
承
認

第
2
0
0
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

総会の様子

中田 卓也氏

齊藤 隆会頭
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令和8年6月25日発行第524号

　
貴
会
ま
す
ま
す
ご
隆
盛
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。平
素
よ
り
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の

業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
付
け
で
中
津
川
公
共

職
業
安
定
所
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
川
端

と
申
し
ま
す
。出
身
は
三
重
県
四
日
市
市
で
、

前
職
で
は
三
重
労
働
局
に
て
雇
用
均
等
行
政

の
企
画
部
門
に
所
属
し
、労
働
局
全
体
と
し

て
実
施
す
る
施
策
の
企
画
や
運
営
、各
種
助

成
金
の
支
給
業
務
に
携
わって
参
り
ま
し
た
。

ハロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
勤
務
は
２
年
ぶ
り
に
な
り

ま
す
が
、あ
ら
ゆ
る
面
で
世
の
中
の
変
化
の
早

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。こ
の
状
況
下
で
、ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
め
ら
れ
る
ニー
ズ
も
刻一刻
と

変
化
し
て
い
く
訳
で
す
が
、企
業
の
皆
様
の
人

材
確
保
と
求
職
者
の
安
定
し
た
就
労
の
実
現

の
使
命
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
中
津
川
市
は
、豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、木
曽
川
の
清
流
や
四
季
折
々
の
美
し
い

山
々
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、中

山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
歴
史
と

文
化
を
併
せ
持
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
で

す
。ま
た
、栗
き
ん
と
ん
に
代
表
さ
れ
る
特
産

品
や
観
光
資
源
に
加
え
、製
造
業
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
産
業
も
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、リ
ニア
中
央
新
幹
線
の
整
備
が
進
め

ら
れ
る
中
、新
聞
報
道
等
で
県
内
の
行
政
機

関
な
ど
の
動
き
が
度
々
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、今

後
の
交
流
人
口
の
拡
大
や
企
業
活
動
の
活
性

化
への
期
待
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
８
年
４
月
の
県
内
の
雇
用
失

業
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、求
人
が
求
職
を
上

回
って
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、求
人
活
動
に

慎
重
さ
が
み
ら
れ
ま
す
。引
き
続
き
、物
価
上

昇・中
東
情
勢
が
雇
用
に
与
え
る
影
響
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
が
、

岐
阜
県
に
お
け
る
有
効
求
人
倍
率
は
1.39
倍
で

推
移
し
て
お
り
、人
手
不
足
の
状
況
は
継
続

し
て
お
り
ま
す
。

　
企
業
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、S
N
S
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
情
報

が
あ
ふ
れ
求
職
活
動
の
方
法
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、求
職
者
の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
い

か
に
自
社
の
魅
力
を
発
信
す
る
か
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ハロ
ー
ワ
ー
ク
中
津
川

で
は
、S
N
S
の
活
用
や
イ
ン
タ
ー
ネット
で
の

情
報
発
信
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
で
の
職
業
相

談
、職
業
紹
介
、各
種
助
成
金
の
案
内
に
加

え
、企
業
説
明
会
や
就
職
面
接
会
の
開
催
を

通
じ
て
、企
業
と
求
職
者
が
直
接
出
会
う
機

会
の
創
出
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。ま
た
、令
和
８
年
度
は
、企
業
訪
問
を

強
化
す
る
こ
と
に
よ
って
、採
用
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
求
人
内
容
の
改
善
提
案
な
ど
、現
場
の

実
情
を
踏
ま
え
た
支
援
を
実
施
し
て
、き
め

細
や
か
で
実
効
性
の
高
い
人
材
確
保
に
つ
な

げ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
の
連
携
を一層
強
化
し
、地
域
の
雇
用
の

安
定
と
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
ま

す
。会
員
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

人
材
確
保
や
雇
用
管
理
に
関
す
る
ご
相
談

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ハロ
ー
ワ
ー
ク
中

津
川
を
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、貴
会
な
ら
び
に
会
員
企
業
の
皆

様
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 特別寄稿記事● 特別寄稿記事● 特別寄稿記事

川
端
　
誠
　

中
津
川

公
共
職
業
安
定
所
長

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
津
川
）

6月12日（金）開催

【視察研修会】
●飛騨市神岡町の「スーパーカミオカンデ」にて県が誇る高度
　な産業技術と学術研究についての研修会
●飛騨市古川町の「コー・イノベーション大学」にて地域都市
　が抱える人口減少という喫緊の課題について、大学開学の
　目的やビジョンについて視察研修会

2案について今後調整【セミナー】
●e-Tax、eLTAX導入セミナー
●最新の生成AI活用とAI詐欺についてのセキュリティ対策

金融・公益部会

6月15日（月）開催

【視察研修会】
リニア中間駅 神奈川県駅（仮称）建設現場周辺視察会をリニア
活用委員会との共催で開催予定。
【セミナー】
●建設事業者のための防災セミナーを開催予定。

建設業第一・第二部会

6月24日（水）開催

【視察研修会】
飛騨市古川町の渡辺酒造店視察研修会を開催予定。伝統資源を
どのように引継ぎ消費者へ展開しているか、インバウンド誘客や
地域の魅力を活かしたまちづくりとの関わり方等について学ぶ。
【セミナー】
●Canvaセミナーを開催予定。
　第一弾　Canva基礎講座　　　　　
　第二弾　Canvaを活用してInstagram投稿画像作成講座

商業第一・第二部会

6月25日（木）開催

【視察研修会】
●ソフトバンク(株 )の最新ソリューション体験型施設「EBC
　STATION Ai」及びキリンビール名古屋工場視察研修会を開催予定。
●三重県多気町の商業リゾート施設「VISON（ヴィソン）」や
　和歌山県田辺市の「田辺市熊野ツーリズムビューロー」に関
　する視察、講演会等について今後検討。
【セミナー】
●生成AIセミナー～上級編～について詳細等今後検討。

情報・サービス部会

今年度事業計画を協議し今後の方向性を決定【部会開催報告】

　3月 24日に決定したこのキャッチフレーズには、「リニア開通で
都心との距離が縮まれば、豊かな自然と歴史ある宿場町の魅力に
惹かれる人が急増するはず。新たな風が吹き込み、観光も暮らしも
より輝く未来を応援しています。」という思いが込められています。

中津川市リニア活用推進　キャッチフレーズが決定！中津川市リニア活用推進　キャッチフレーズが決定！
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　私は中津川青年会議所のまつり委員会副委
員長として風流おどり復元事業に携わりました。
特に苦労したのは道具づくりです。太鼓はNHK
の取材の縁で北海道から皮を調達し、胴体は
地元業者に依頼しました。旗差しも絵図をもと
に高さ３メートルと定め、京都産の真竹で製作。
ちなみに、当時作られた大太鼓は４０年経った今
も現役です。
　仕様決定後は毎晩深夜まで作業が続き、振
り付けもわずか２カ月ほどで習得しなければなり
ませんでした。それでも、風流おどりを復活させ
るという共通の目標があったため、仲間と過ご
す時間は苦になりませんでした。復元後は愛知
万博や大阪御堂筋パレード、岐阜国体などにも
出演し、天皇陛下の御前で演技を披露する機
会をいただけたことは、今でも鮮明に心に残る、
忘れられない思い出です。

　私は青年会議所と中津川ふるさと芸能文化
保存協会という２つの面から「おいでん祭」の第
１回に関わり、それから4～5回を除いてほぼ全
てに関わってきました。まつりの創世記は青年
会議所だけでは人数が足りなかったので芸文
協の仲間たちとともに準備を進めた記憶があり
ます。あれから４０年、太鼓など地元に根付いて
いる芸能文化の発表の場として大切な意味を
持っています。
　私が大切にしてきたのは、「まつりは変えない
こと」です。変化を求めるのではなく、同じことを
積み重ねることが継続につながると考えていま
す。おいでん祭は、故郷を離れた人が帰ってく
るきっかけとなり、親子二世代で参加する姿も
見られるようになりました。これからも地域に根
付くまつりとして受け継がれていくことを願って
います。

　私は、おいでん祭の前身である「LOVE 
NAKATSUGAWA」の時代から神輿づくりに関
わってきました。きっかけは勤め先から神輿製
作を頼まれたことで、仕事を終えた後も夜遅くま
で溶接作業を続けながら神輿を作り上げました。
最初に手掛けたのは、姉妹都市ブラジルをイ
メージした地球儀の神輿です。
　その後、神輿部会の設立に携わり、部会長と
しておいでん祭の運営にも関わりました。参加
企業は当初の約１０社から最大２５社ほどまで増
え、神輿は街中の細い路地を巡るなど、今とは
違った活気がありました。NHKの取材を受けた
ことも思い出深く、４０年続くおいでん祭の歴史
に関われたことを誇りに思っています。これから
も若い世代へ受け継がれていくことを願ってい
ます。

　私がキッズサマーを始めたのは２００３年です。
「子どもたちに夏の思い出をつくりたい」という
思いから立ち上げました。対象は年長児とその
保護者で、「ほっちょせ」と「WAになって踊ろう」
の音楽を中心に、２０年以上続けており、特に
「ほっちょせ」は中津川の伝統文化として大切に
受け継いでいます。
　本事業の目的は、子どもたちの心に故郷の思
い出を残すことです。将来、中津川を離れても、
おいでん祭での楽しかった記憶を思い出しても
らえたらうれしいですね。今では参加していた
子どもたちが親となり、自分の子どもと一緒に参
加する姿も見られるようになりました。継続して
きたことが、世代を超えたつながりにつながって
いると感じています。

　私はおいでん祭３０周年事業を担当する中で、「誰
もが楽しめるふるさとの祭り」という原点を改めて見
つめ直しました。中津川を離れて暮らす人たちが、お
盆の帰省時でも気軽に参加できる祭りにしたいと考
えました。
　企画段階ではさまざまな案を検討しましたが、誰
でも当日に飛び入り参加できることを重視し、最終的
に『中津川おどり「和」』という形に決めました。昨年
のおいでん祭では、『中津川おどり「和」』を立ち上げ
た当時にキッズダンサーとして参加してくれた子ども
たちが高校生になっていたのですが、友達と一緒に
飛び入り参加してくれた姿を見た時は大変うれしく
思いました。
　おいでん祭は見るだけではなく、参加しても楽しめ
る祭りです。これからも多くの人が気軽に加われる
場をつくり、人の和を広げていきたいと思っています。

　おいでん祭が長きにわたり継続してきた背景
には、創設者の熱い想いがあります。しかし、40
年という歳月は一世代を超える長さです。祭り
が今日まで続いてきたのは、その想いを代々受
け継ぎ、一人ひとりが責任を持ってバトンをつな
いできたからだと思います。
　私自身も31歳で青年会議所に入会し、警備
などの裏方から関わる中で、多くの仲間や地域
の皆さまとの出会いを通じて祭りへの想いを深
め、当事者意識を育んできました。
　おいでん祭は単なるイベントではなく、人と人
とをつなぐ大切な場所であり、多くの方の心の
よりどころになっています。40年を自身も40歳で
迎えられることに特別な縁を感じています。
　これからも受け継がれてきた想いを次世代
へつなぎ、中津川を代表する文化としてさらに
発展していくことを願っています。

ふるさと芸能  横井 　晃

キッズサマーフェスティバル  松原 太一 中津川おどり「和」 杉本 　崇

風流おどり 伊藤 博行風流おどり 伊藤 博行 ふるさと芸能  横井 　晃 神輿 白石 周平神輿 白石 周平

キッズサマーフェスティバル  松原 太一 中津川おどり「和」 杉本 　崇

ふるさとに集う

「和」おどり
ふるさとに集う

「和」おどり 想いをつなぐ
まつりの４０年
想いをつなぐ
まつりの４０年

変えずに
受け継ぐまつり
変えずに
受け継ぐまつり

仲間と挑んだ
復元の舞台
仲間と挑んだ
復元の舞台

神輿がつなぐ
まつりの歴史
神輿がつなぐ
まつりの歴史

一般社団法人 中津川青年会議所
第７２代 理事長  柘植 信吾
一般社団法人 中津川青年会議所
第７２代 理事長  柘植 信吾
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図は江戸時代の中津川で行われていた祭礼の様子を描
いたものである可能性が極めて高いとの結論に至った。
　復元には市民総勢320人が参加し、10の連を編成。絵
図から寸法を割り出し、太鼓や旗差し物を一から製作し
た。地域や職場ごとに工夫を凝らし、親子で参加する家
庭も多く見られるなど、世代を超えた交流が生まれたこ
とも大きな成果だった。
　そして迎えた本番。中津川駅前広場には100張の太鼓
が並び、総重量15キロにも及ぶ本格的な装束や道具を
まとった踊り手たちが集結した。さらに、新沼謙治氏がこ
の事業のために制作した「旅一夜」が祭りに彩りを添え、
失われていた伝統芸能は見事によみがえった。
　こうして中津川風流おどりは、地域の歴史と人々の情
熱によって現代によみがえり、未来へと受け継がれる新
たな一歩を刻んだのである。

まちが一つになった、おいでん祭のはじまり

　私がおいでん祭に本格的に携わったのは今から10年前、
おいでん祭が30周年を迎えた時でした。
　父、二世錦之輔がNHK「ふるさとの文化祭」を通じて風流
おどりの振り付け復元に携わったご縁から、30年の時を経て
お声がけをいただきました。当時、同番組をきっかけに誕生し
た祭りの中で、現在まで続いているのは「おいでん祭」だけだ
と聞いております。

　30年、40年という長い年月を経てもなお、風流おどりや音
楽が受け継がれ、多くの皆様に大切に守り続けていただいて
いることに、心から感謝しております。
　今後も風流おどりが50年、100年と受け継がれていくこと、 
そして私が携わった和おどりが、誰もが気軽に参加できる踊り
としてさらに発展していくことを願っています。

継承される風流おどり
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社団法人 中津川青年会議所
第33代 理事長

杉本 　潤

中津川市観光大使
日本舞踊家
三代目 花柳寿楽

　中津川風流おどり復元の物語は、1987年の華やかな
披露の場からではなく、その4年前、一枚の古い絵図との
出会いから始まる。
　旧苗木藩主・遠山家の土蔵から発見されたその絵図
には、色鮮やかな旗差し物や太鼓を伴った行列が描か
れていた。当初は苗木地区での復元が検討されたが、
「せっかく見つかった中津川の宝を市全体でよみがえら
せたい」という機運が高まった。さらに、NHK「ふるさとの
文化祭」による1年間にわたる密着取材も加わり、復元事
業は市を挙げた一大プロジェクトへと発展していった。
　果たして、この絵図は本当に中津川の祭りを描いたも
のなのか。専門家による調査が進められた結果、踊りの
構成が典型的な風流おどりの形式を備えていることに
加え、槍の意匠や木曽川の流れ、周囲の地形が中津川
の歴史的景観と一致することが判明した。そして、この絵

一枚の絵図からよみがえった中津川「風流おどり」

　おいでん祭の始まりは、神輿を中心とした「LOVE 
NAKATSUGAWA」という夏祭りでした。そこに、遠山家の土
蔵から発見された絵図をもとに復元した風流おどりを加え
たことで、現在のおいでん祭の形が生まれました。
　当時、私は中津川青年会議所の理事長予定者として、こ
の復元プロジェクトを担うことになりました。しかし、披露まで
に残された時間はわずか1年。踊りの復元作業に加え、多く
の踊り手の確保や練習、衣装製作など課題は山積みでした。
事業費は3,000万～4,000万円規模でしたが、市民の協力
により集まりました。
　それでも動き始めると、市民や企業、行政が一体となって
協力してくださり、「中津川みんなでつくる事業だ」という強

い手応えを感じました。結果として320人もの参加者が集ま
り、まちを挙げた風流おどりの復元を実現することができた
のです。
　あれから40年近くが経ちました。長く続けていただいてい
ることに感謝する一方で、各部会からは演者不足という課
題も聞こえてきます。おいでん祭は特定の宗教に縛られな
い祭りです。だからこそ、守るべき伝統を大切にしながらも、
時代に合わせて柔軟に変化していくことができます。今の
若い世代が議論を重ね、時代ごとに進化することで、より多
くの人が参加しやすい「おいでん祭」になっていくことを期
待しています。

～中山道の夏の夜
   時代絵巻が動いた～

風流おどり誕生の
ドキュメンタリー
～中山道の夏の夜
   時代絵巻が動いた～

風流おどり誕生の
ドキュメンタリー



事業主の負担を軽減します。
！　掛金の一部を国が助成1

節税に加え、手数料もかかりません。
　掛金は全額非課税でオトク！2

管理や運用の手間がかかりません。
　外部積立型でラクラク管理！ 3

TEL（03）6907-1234

働く皆様に将来の安心を。

で退職金。
｢中退共」は中小企業のための国の退職金制度です。

● パートタイマーもご加入いただけます。
● 他の退職金・企業年金制度等との
　資産移換も可能です。

　 詳しくはホームページを
ご覧ください。
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中津川市中小企業支援センター相談日
※要事前予約●定例無料相談会  午前9：00～12：00/午後1：00～4：00

相談内容 担当者

人事労務
（前日までに）

事業承継・
資金繰り・
補助金申請

（前週末までに）
販路拡大

（前日までに）
法律相談

ホームページ
SNS

垣内幸二　社会保険労務士

戸谷　忍　中小企業診断士

森　竜也　中小企業診断士

水野輝彦　中小企業診断士

船橋あつこ　店舗アドバイザー

山本　亮　弁護士

馬場研二　ITアドバイザー

（前週末までに）
各種デザイン

20日
（午後）

随時

随時

随時

19日
（午前・午後）

8月
18日
（午前）

27日
（午前）

18日
（午後）

16日
（午後）

随時

随時

随時

8日
（午前・午後）

7月
14日
（午前）

23日
（午前）

21日
（午後）

5月ウェブセミナーランキング
【１位】 ・ 女性の「買いたい」を引き出す魅せ方
【２位】 ・ 業務効率・売上UP！　はじめてのAI活用
【３位】 ・ ハラスメント予防セミナー

スマホ・タブレットでも視聴できます

●本サービスは当所ホームページより
　ご視聴が可能です。
　パスワード等はお問合せ下さい。

岐阜県小規模企業資金について
（県小口Ｚ商工）

岐阜県の小規模企業者を対象とした、
低金利・固定金利の県融資制度です。

岐阜県内で同一事業を１年以上継続して
営んでいる方　
中小企業信用保険法第２条第３項第１号から
第６号までに定める小規模企業者

運転資金または設備資金 2,000万円
（但し他協会含む既保証利用との合計で
2,000万円以内）

運転資金７年以内（据置期間１年以内）
設備資金１０年以内（据置期間１年以内）

年1.6％の固定利率

年0.30～0.90％（保証料率区分による）
年0.45％（特別小口保険）
※いずれのパターンにおいても金融機関経由の
　県小口と比べて0.2％利用者負担減

個人事業主：原則不要
法人：原則代表者のみ（納税要件を満たす場合は不要）

要しない

対　象

融　資
限度額

返済期間

融資利率
担　保

信用保証
料率

保証人

詳細は当所支援課までお問合せください。

　令和7年6月1日に改正労働安全衛生規則が施行され、職
場における熱中症対策の義務化が明確化されました。熱中
症のおそれがある労働者を早期に見つけ、その状況に応
じ、迅速かつ適切に対処することにより、熱中症の重篤化
を防止するため、3つのアクションが事業者に義務付けられ
ています。

3つのアクション
「WBGT28度以上または気温31度以上」の
環境下で、連続1時間以上または1日4時間を
超えて実施が見込まれる作業を行う場合

● 体制の整備
異常時にすぐ責任者へ報告・連絡ができる体制を整える

● 手順作成
身体の冷却や救急搬送など、救急時の対応手順を定めておく
（それぞれの現場の実情にあった手順を考える）

● 関係作業者への周知
定めた報告先や対応手順を、現場の全作業者に共有する

昨年から義務化
熱中症対策お済みですか？
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中津川商工会議所 総務課
　　　　　　　　　　　TEL.65-2154
アクサ生命保険㈱ 東濃営業所 中津川分室
　　　　　　　　　　　TEL.65-5579

お問合せ

　独自給付制度とは、生命共済の保障内容とは別に中津川
商工会議所が独自に給付する見舞金・祝金・弔慰金制度で、
毎年多くのご請求をいただいております。貴事業所で該当
される加入者様がいらっしゃいましたら給付規程をご確認
の上ご請求いただき、福利厚生にお役立て下さい。

ふれあい共済にご加入の皆様へふれあい共済にご加入の皆様へ
～中津川商工会議所　独自給付金制度のご案内～

※詳細は当所ＨＰをご確認ください➡
※請求書は当所ＨＰよりダウンロードできます

通院見舞金

ふれあい
共済

結婚祝金

死亡弔慰金

出産祝金

入院見舞金

　商工会議所検定試験は、企業現場で求められる実践的な
能力を育成し、評価・認定することを目的に実践しており、企
業や教育機関から高い評価と信頼を得ています。

　　　　　　企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財
政状態を明らかにする技能。企業の活動を適切、かつ正確に情報公開す
るとともに、経営管理能力を身につけるために、簿記は必須の知識。

●【日商簿記】

　　　　　　　　　　　　社会人として必要とされる倫理的思考、
問題解決力を向上させることができます。企業のシステム開発・改良をは
じめ、生産性向上を具現化するIT利活用能力を高めることができます。

●【日商プログラミング】

　　　　　販売促進に向けた企画立案や在庫管理、マーケティ
ングまで幅広く実践的な専門知識が身につきます。流通・小売業
をはじめ、業種・業態を問わず、顧客満足度を高めるノウハウを習
得できます。

●【販売士】

　　　　　　企業実務で必要とされるパソコンソフトを効率的・効果的
に活用し「文章作成」「データ活用」「プレゼン資料作成」を習得できます。

●【日商PC】

　　　　　　　　　　簿記の理論・知識をもとに、会計
ソフトを経営に役立てるスキルを習得できます。

●【電子会計実務】

　　　　　　　　　　　　ビジネスシーン
におけるコミュニケーションツールとして
の英語力を点数でレベル判定します。

●【日商ビジネス英語】

商工会議所検定試験でスキルアップをしませんか商工会議所検定試験でスキルアップをしませんか

商工会議所検定試験の一部紹介

その他検定についてはQRコードより確認できます。
検定情報ダイヤル  050 -5541- 8600

（受付時間9：00～20:00）

【お問い合わせ】総務課　TEL 65-2154

　当所が取り扱うふれあい共済及びアクサ生命の各種保険
制度にご加入いただいている事業所の皆様を対象に、「共済
加入者特典事業」を実施しております。
　日帰りバスツアー、各種イベント・コンサートチケットの割
引販売など、お楽しみいただける様々な企画をご用意してい
ます。
　すでに共済にご加入いただいている事業所の方はもちろ
んのこと、これから新たに加入される方も特典の対象となり
ますので、ぜひこの機会にご加入をご検討ください。

今後の特典事業につきまし
ては、本広報誌にチラシ折
込にてご案内いたします。
ぜひ多くの皆様
のご参加をお待
ちしております。

　9月19日(土)・20日(日)に開催される「中津川 WILD 
WOOD 2026」のチケット（1日券）を、加入者限定の特別割
引価格にて販売いたします。

7月21日応募開始特典事業7月21日応募開始特典事業

これまでの開催事業これまでの開催事業

　「中津川 WILD WOOD 2026」
チケット割引販売

　「中津川 WILD WOOD 2026」
チケット割引販売

ホテルランチビュッフェ

岡崎大河ドラマ館 桔梗信玄餅詰め放題

申込上限 ： 原則1事業所につき2枚まで
　　　　　（※加入者が1名様の場合は1枚まで）
詳細・申込方法 ： 当月号の折込チラシをご覧ください。
※応募多数の場合は抽選とさせていただきます。
　あらかじめご了承ください。

申込上限 ： 原則1事業所につき2枚まで
　　　　　（※加入者が1名様の場合は1枚まで）
詳細・申込方法 ： 当月号の折込チラシをご覧ください。
※応募多数の場合は抽選とさせていただきます。
　あらかじめご了承ください。

中津川 WILD WOOD 2026HP▶中津川 WILD WOOD 2026HP▶

共済制度加入者の皆様へ　加入者特典事業のご案内
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発行／中津川商工会議所
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開催の の様子

郷土芸能披露！

　5月31日（日）、東美濃ふれあいセンターにて、国史跡「苗木城跡」築城500年を記念する式典とトーク
ライブが開催され、全国から約500人の山城ファンが詰めかけました。
　式典に先立ち、中津川市出身のフリーアナウンサー 草野 満代氏の「中津川市観光大使」任命式を開催。
草野氏は「海外からも注目される地域の魅力を、皆でさらに盛り上げていきましょう」とエールを送りま
した。
　続くトークライブでは、関ヶ原古戦場記念館館長 小和田 哲夫氏、滋賀県立大学名誉教授 中井 均
氏、お城博士でお馴染みの栗原 響大氏が登壇し、それぞれの視点で苗木城跡の魅力を語りました。

　小和田氏は関ヶ原の戦いに伴う歴史に触れ「城を守り続けてくれた地元に感謝したい」と
述べ、中井氏は「赤壁など当時の先端技術が駆使された城。城主の気分で圧巻の眺望を楽し
んで」と建築の魅力を解説。また、栗原氏は「遠山家のプライドが詰まった城であり、若い世
代にもこの系譜を知ってほしい」などと苗木城の奥深い魅力を語り合いました。
　午後からは登壇者3名の案内による贅沢な城跡ツアーも行われ、地元の歴史的価値を再
発見し、今後の観光振興への期待が高まる素晴らしい記念事業となりました。

【お問い合わせ】中山道中津川宿「六斎市」実行委員会 TEL. 65-2154

今後の六斎市の予定

（日）
9

（日）6
9：30～13：00
（交通規制 9：00～13：30）時 間

＊ぎふキッズわくわくフェスタ
＊中津川スポーツ少年団PR
＊苗木城PR　など

イベント（日）
8

（日）2
9：30～13：00
（交通規制 9：00～13：30）時 間

＊NEXT STAGE HIGH SCHOOL FES
＊おいでん祭PR
＊夏休み企画　など

イベント

6
（日）7

苗木城 築城５００年の節目を盛大に祝う苗木城 築城５００年の節目を盛大に祝う
国史跡 記念式典＆トークライブを開催「 」苗木城跡国史跡 記念式典＆トークライブを開催「 」苗木城跡

中津川の郷土芸能を間近で見ることが出来ました！

中津川市内のお弁当やパンが集結！ 子ども向けのミニ夏祭りを開催！

賤乃手振り

圧巻のパフォーマンスで会場を盛り上げました！

中津川雅楽 民謡

まちなかマルシェを開催！


